
学年 教科 教科書（教科書名・出版社） 副教材（教材名・出版社）

・新国語便覧（秀学社）
・書いて覚える！例文漢字（浜島書店）

教科の目標（各教科における学年の目標） 授業時の学習方法

（1）社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるととも
に、我が国の言語文化に親しんだり理解したりすることができ
るようにする。
（2）筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力
を養い、日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを確かなものにすることができるように
する。
（3）言葉がもつ価値に気付くとともに、進んで読書をし、我
が国の言語文化を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする
態度を養う。

【授業について】

・標準時数は年間140時間（週に4時間）
・授業課題について、協働（小グループ）で考え、考えたこと
を共有し、考えを深める授業。

【授業時実施のテストについて】

・詩や古文の音読テスト、暗唱テスト
・年間３回の定期テスト
・夏休み、冬休み後の漢字テスト

【提出課題について】

・単元ごとの「学びのプラン」
・ワークシートや作文などの作品

年間教科指導計画

１学期 ２学期 ３学期

１　学びをひらく
２　新しい視点で
３　言葉に立ち止まる
・情報✕SDGs
・いつも本はそばに

４　心の動き
５　筋道を立てて
６　いにしえの心にふれる
７　価値を見出す
・いつも本はそばに

８　自分を見つめる
・学びを深める

観点別評価 主な評価の観点 評価の方法

・音声の働きや仕組みについて、理解を深めている。
・学年別漢字配当表に示されている漢字に加え、その他の常用
漢字のうち300 字程度から 400 字程度までの漢字を読んでい
る。また、学年別漢字配当表の漢字のうち 900 字程度の漢字を
書き、文や文章の中で使っている。
・事象や行為、心情を表す語句の量を増すとともに、語句の辞
書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で
使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
・音読に必要な文語のきまりや訓読の仕方を知り、古文や漢文
を音読し、古典特有のリズムを通して、古典の世界に親しんで
いる。
・漢字の行書の基礎的な書き方を理解して、身近な文字を行書
で書いている。

　言葉の特徴や使い方に関する事項、話
や文章に含まれている情報の扱い方に関
する事項、我が国の言語文化に関する事
項についての知識を観察、提出物、小テ
スト、定期テスト、実技テスト等から見
取る。

・目的や場面に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた
材料を整理し、伝え合う内容を検討している。
・自分の考えや根拠が明確になるように、話の中心的な部分と
付加的な部分、事実と意見との関係などに注意して、話の構成
を考えている。
・書く内容の中心が明確になるように、段落の役割などを意識
して文章の構成や展開を考えている。
・根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になるよう
に工夫している。
・文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見との関係な
どについて叙述を基に捉え、要旨を把握している。
・場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変化などについ
て、描写を基に捉えている。

　話すこと・聞くこと、書くこと、読む
ことについての作品、発表における思
考・判断・表現を見取る。

・課題解決に向け見通しを持って粘り強く取り組み、自己調整
を図りながら主体的に学習に向かおうとしている。
・言葉がもつ価値に気付こうとしている。
・読書習慣を身につけようとしている。
・我が国の言語文化を大切にして思いや考えを伝え合おうとし
ている。

　知識及び技能を獲得したり、思考力、
判断力、表現力等を身に付けたりするこ
とに向けた粘り強い取組を行おうとする
側面と、その取組の中で自らの学習を調
整しようとする側面を、観察、提出物、
小テスト、実技テスト等から見取る。

１年 国語
光村図書「国語１」（光村図書出版株式会社）
書写（光村図書株式会社）
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